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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  絶縁破壊が抑制される液晶表示装置を提供す
る。
【解決手段】  本発明の液晶表示装置は、一方の基板
が、互いに平行に形成された複数の共通電極配線と、そ
の共通電極配線の間にそれぞれ形成された複数の走査信
号供給線と、共通電極配線との間に蓄積容量を形成する
ように共通電極配線上に絶縁膜を介してマトリクス状に
配列された画素電極と、絶縁膜を介して共通電極配線及
び走査信号供給線と交差するように設けられた複数の映
像信号供給線を備え、複数の共通電極配線と複数の走査
信号供給線と複数の映像信号供給線とがそれぞれ、表示
領域周辺に形成された共通電極信号供給端子と走査信号
供給端子と映像信号供給端子とに接続される液晶表示装
置であって、共通電極信号供給端子と走査信号供給端子
と映像信号供給端子とのうちの少なくとも１つが互いに
分離された複数の端子配線からなり、分離された複数の
端子配線が接続電極を介して互いに電気的に接続された
ことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  一対の基板間に液晶層が挟持されてな
り、
前記一対の基板の一方の基板が、互いに平行に形成され
た複数の共通電極配線と、その共通電極配線の間にそれ
ぞれ形成された複数の走査信号供給線と、上記共通電極
配線との間にそれぞれ蓄積容量を形成するように上記共
通電極配線上に絶縁膜を介してマトリクス状に配列され
た画素電極と、上記絶縁膜と同層で形成された絶縁膜又
は別に形成された絶縁膜を介して上記共通電極配線及び
走査信号供給線と交差するように設けられ上記画素電極
に映像信号を供給するための複数の映像信号供給線を備
え、前記複数の共通電極配線と前記複数の走査信号供給
線と前記複数の映像信号供給線とがそれぞれ、前記画素
電極が形成された表示領域の周りに形成された共通電極
信号供給端子と走査信号供給端子と映像信号供給端子と
に接続されてなる液晶表示装置であって、
前記共通電極信号供給端子と前記走査信号供給端子と前
記映像信号供給端子とのうちの少なくとも１つが互いに
分離された複数の端子配線からなり、前記分離された複
数の端子配線が接続電極を介して互いに電気的に接続さ
れたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  上記走査信号供給線の一部をゲート電極
とし、そのゲート電極の上に上記絶縁膜を介して半導体
層を形成し、その半導体層上に上記映像信号線の一部を
接触させてその一部をソース電極とし、上記半導体上に
一端が上記ソース電極から離れて形成され他端が上記画
素電極に接続されたドレイン電極を形成することによ
り、上記画素電極にそれぞれ対応するＴＦＴが形成され
た請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記共通電極信号供給端子と前記走査信
号供給端子と前記映像信号供給端子とがそれぞれ分離す
る複数の端子配線からなる請求項１または２に記載の液
晶表示装置。
【請求項４】  前記複数の端子配線は絶縁膜を介して同
一平面上約２００μｍ以上分離する請求項１から３のい
ずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】  前記共通電極信号供給端子と前記走査信
号供給端子と前記映像信号供給端子とは、断線およびシ
ョートの欠陥検査のために使用される請求項１から３の
いずれかに記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に関
し、特にアクティブマトリックス型液晶表示装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】液晶を応用した表示装置は、低電力駆動
および軽量という従来の表示装置には見られない特徴を
有する。特に、各画素にスイッチング素子として薄膜ト
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ランジスタ（Ｔｈｉｎ  Ｆｉｌｍ  Ｔｒａｎｓｉｓｔｏ
ｒ、以下「ＴＦＴ」と称する。）を配置したアクティブ
マトリクス型液晶表示装置は、クロストークの少ない鮮
明な画像表示が得られることから、ノートパソコンやカ
ーナビゲーションのディスプレイなどに使用され、さら
に近年では大型ディスプレイモニターとして急速に利用
されるようになっている。
【０００３】一般にアクティブマトリクス型液晶表示装
置は、画素電極およびスイッチング素子を備えたアクテ
ィブマトリクス基板と、対向電極を備えた対向基板と
が、液晶層を介して互いに対向するように配置されて構
成される。図７は、従来の液晶表示装置６５に含まれる
アクティブマトリクス基板３５の部分平面図であり、図
２および図６は、図７のアクティブマトリクス基板３５
のＡ－Ａ’およびＥ－Ｅ’に対応する液晶表示装置６５
の断面図である。以下、図２、図６および図７を用いて
従来の液晶表示装置６５について説明する。
【０００４】液晶表示装置６５は、アクティブマトリク
ス基板３５、対向基板５０およびこれらの基板に挟持さ
れた液晶層４０を有する。図７に示されるようにアクテ
ィブマトリクス基板３５においては、透明基板１上に、
複数の画素電極１０が行列状に配置され、各画素電極１
０に対応してＴＦＴ２８が配置されている。更に、ＴＦ
Ｔ２８に走査信号を供給するための走査信号供給線２
と、画素電極１０にＴＦＴ２８を介して映像信号を供給
するための映像信号供給線５が形成されている。走査信
号供給線２および映像信号供給線５は、各々、ＴＦＴ２
８のゲート電極２２およびソース電極２５としての機能
を兼ねている（図６参照）。さらに、透明基板１上に
は、画素電極１０が成す各行に対応する共通電極配線１
１と、共通電極配線１１に電位信号を供給する共通電極
信号供給端子４８および１２が形成されている。共通電
極配線１１と共通電極信号供給端子４８とは同層で構成
され、パターン的に一体化した櫛型電極（櫛の歯に相当
する部分が共通電極配線１１として機能し、櫛の胴に相
当する部分が共通電極信号供給端子４８として機能す
る。）として形成されている。また、共通電極配線１１
の一端は、共通電極配線１１よりも上方に形成された接
続部１３を介して、もう一つの共通電極信号供給端子１
２と電気的に接続されている。なお、「同層」とは、同
一工程で形成され得る層を意味し、「（共通電極配線）
よりも上方の層」とは、共通電極配線を構成する層より
も上方に形成される層、すなわち共通電極配線を構成す
る層よりも後に成膜され得る層を意味する。
【０００５】画素領域周辺の端部領域に形成された走査
信号供給端子４４と映像信号供給端子４５とは、それぞ
れ複数の走査信号供給線２と複数の映像信号供給線５と
接続する。複数の走査信号供給線２と走査信号供給端子
１４とは同層で形成され、パターン的に一体化してい
る。また複数の映像信号供給線５と映像信号供給端子１
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５とは同層で形成され、パターン的に一体化している。
端部領域に形成された走査信号供給端子４４、映像信号
供給端子４５および共通電極信号供給端子４８は、静電
気による断線およびショートの欠陥検査のために使用さ
れる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】液晶表示装置の製造工
程においては基板に帯電が生じる場合がある。特に、一
般的な成膜方法であるスパッタリング工程、ＣＶＤ（化
学気相堆積）工程、フォトリソグラフィ工程、およびド
ライエッチング工程において基板が電界にさらされた
り、また、搬送途中に剥離帯電することによって、基板
に帯電が生じやすい。
【０００７】上述した従来の液晶表示装置６５におい
て、走査信号供給端子４４、映像信号供給端子４５およ
び共通電極信号供給端子４８は基板１の周辺部に設けら
れるので、特に帯電し易い。これに伴ってこれらの端子
と一体成形された画素領域内の走査信号供給線２、映像
信号供給線５および共通電極配線１１も帯電し易くな
る。これにより、画素領域の特に端部領域近傍におい
て、図２に示されるように、絶縁膜３を介して交差する
走査信号供給線２と映像信号供給線５の間または共通電
極配線１１と映像信号供給線５の間において、放電が生
じ易くなり絶縁膜３が熱破壊することがある。
【０００８】本発明は上記のような課題を解決するため
になされたものであり、製造工程において放電により絶
縁破壊されることが抑制された、歩留まり良く製造可能
な液晶表示装置を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本発明の液晶表示装置
は、一対の基板間に液晶層が挟持されてなり、前記一対
の基板の一方の基板が、互いに平行に形成された複数の
共通電極配線と、その共通電極配線の間にそれぞれ形成
された複数の走査信号供給線と、上記共通電極配線との
間にそれぞれ蓄積容量を形成するように上記共通電極配
線上に絶縁膜を介してマトリクス状に配列された画素電
極と、上記絶縁膜と同層で形成された絶縁膜又は別に形
成された絶縁膜を介して上記共通電極配線及び走査信号
供給線と交差するように設けられ上記画素電極に映像信
号を供給するための複数の映像信号供給線を備え、前記
複数の共通電極配線と前記複数の走査信号供給線と前記
複数の映像信号供給線とがそれぞれ、前記画素電極が形
成された表示領域の周りに形成された共通電極信号供給
端子と走査信号供給端子と映像信号供給端子とに接続さ
れてなる液晶表示装置であって、前記共通電極信号供給
端子と前記走査信号供給端子と前記映像信号供給端子と
のうちの少なくとも１つが互いに分離された複数の端子
配線からなり、前記分離された複数の端子配線が接続電
極を介して互いに電気的に接続されたことを特徴とす
る。を特徴とする。このように本発明の液晶表示装置に
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よると、端部領域に形成された走査信号供給端子と映像
信号供給端子と共通電極信号供給端子とのうちの少なく
とも１つが、分離する複数の端子配線からなるので、液
晶表示装置の製造工程において、基板帯電などによって
端部領域の上記端子のうちの少なくとも１つが帯電して
も、これに伴って画素領域において、この端子と接続す
る配線が帯電することがない。従って、画素領域におい
て、走査信号供給線と映像信号供給線との交差部または
共通電極配線と映像信号供給線との交差部で放電が起こ
りにくいので、交差部における各配線間の絶縁膜が絶縁
破壊されることが抑制される。よって、歩留まり良く製
造可能な液晶表示装置を提供することができる。
【００１０】なお、端子が「分離する」とは、端子がパ
ターン的に一体成形されておらず、物理的に離間してい
ることを示す。
【００１１】上記走査信号供給線の一部をゲート電極と
し、そのゲート電極の上に上記絶縁膜を介して半導体層
を形成し、その半導体層上に上記映像信号線の一部を接
触させてその一部をソース電極とし、上記半導体上に一
端が上記ソース電極から離れて形成され他端が上記画素
電極に接続されたドレイン電極を形成することにより、
上記画素電極にそれぞれ対応するＴＦＴが形成されるこ
とが好ましい。
【００１２】前記共通電極信号供給端子と前記走査信号
供給端子と前記映像信号供給端子とがそれぞれ分離する
複数の端子配線からなれば、走査信号供給配線と映像信
号供給配線と共通電極配線との間での放電をより確実に
抑制することができる。
【００１３】上記複数の端子配線を絶縁膜を介して同一
平面上に約２００μｍ以上分離して形成すれば、この絶
縁膜に生じる電界強度を十分に抑制することができる。
従って絶縁膜が破壊されることがない。
【００１４】前記走査信号供給端子と前記映像信号供給
端子と前記共通電極信号供給端子とを断線およびショー
トの欠陥検査のために使用することが好ましい。
【００１５】
【発明の実施の形態】図１～図６を参照して本発明の液
晶表示装置６０を説明する。図１は本発明の液晶表示装
置６０に含まれるアクティブマトリクス基板３０の平面
図であり、図２、図３、図４および図５はそれぞれ図１
のＡ－Ａ’線、Ｂ－Ｂ’線、 Ｃ－Ｃ’線および Ｄ－
Ｄ’線 に対応する液晶表示装置６０の断面図である。
なお、図１は、簡単のために画素電極１０が２×２個配
置された画素領域が２つある図を示しているが、本発明
はこれに限定されるものではない。図１のＥ－Ｅ’線の
断面図は、従来例として示した図６と同様である。従来
の液晶表示装置６５と実質的に同様の機能を有する部材
は同じ参照符号で示し、その詳細な説明は省略する。以
下、これらの図面を用いて、本発明に係わる液晶表示装
置６０について説明する。
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【００１６】本実施の形態の液晶表示装置６０は図２～
図６に示されるように、アクティブマトリクス基板３０
と対向基板５０と、これらの基板に挟持された液晶層４
０とを有する。
【００１７】本実施の形態のアクティブマトリクス基板
３０は、図１に示されるように、互いに平行に形成され
た共通電極配線１１と走査信号供給線２とを備えた透明
基板１上に、絶縁膜３及び絶縁膜６とを介して共通電極
配線１１に対向するようにマトリクス状に形成された画
素電極１０と、走査信号供給線２と絶縁膜２とを利用し
て、各画素電極に対応するように構成されたＴＦＴ２８
と、共通電極配線１１及び走査信号供給線２と交差する
ように列方向に形成され、ＴＦＴ２８を介して映像信号
を画素電極１０に供給するための映像信号供給線５とを
備えて構成される。
【００１８】ここで、特に、本実施の形態においては、
図１に示されるように、アクティブマトリクス基板３０
において、（１）複数の走査信号供給線２を互いに接続
する走査信号供給端子１４と、（２）複数の映像信号供
給線５を互いに接続する映像信号供給端子１５と、
（３）複数の共通電極配線１１を互いに接続する共通電
極信号供給端子８とがそれぞれ、分離された複数の端子
配線からなり、分離された複数の端子配線が接続電極を
介して互いに電気的に接続されていることを特徴とす
る。
【００１９】以下に本実施の形態の液晶表示装置６０に
ついて詳細に説明する。図１に示されるようにアクティ
ブマトリクス基板３０において、透明基板（例えば、ガ
ラス基板）１上には、共通電極配線１１に対向するよう
に複数の画素電極１０が行列状に配置されており、各画
素電極１０に対応するようにそれぞれＴＦＴ２８が配置
されて、各ＴＦＴ２８のドレイン電極９が対応する画素
電極１０に接続されている（図６参照）。また、各ＴＦ
Ｔ２８は図６に示されるように、透明基板１上に形成さ
れたゲート電極２２と、ゲート電極２２上に絶縁膜３を
介して形成された半導体層４と、半導体層４と電気的に
接続されたソース電極２５およびドレイン電極９とで構
成され、以下のようにして、映像信号供給端子１５及び
走査信号供給端子１４に接続されている。
【００２０】図１に示されるように、１つの行に位置す
る画素電極１０にそれぞれ対応して設けられたＴＦＴ２
８は、その行と隣接する行の画素電極間に設けられた導
電層２の一部をゲート電極２２として構成する。これに
より、行方向に配列されたＴＦＴ２８のゲート電極２２
は、互いに電気的に接続される。これらのゲート電極２
２には、後述するように走査信号が供給されるので、こ
の導電層２は「走査信号供給線２」と呼ばれる。そし
て、画素領域に形成された複数の走査信号供給線２は互
いに、画素領域の周りの端部領域に形成された走査信号
供給端子１４により互いに接続される。ここで、走査信
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号供給端子１４は複数の分離された部分で構成されてい
るが、走査信号供給端子１４間は接続電極１７により接
続され、これにより、全てのＴＦＴ２８のゲート電極２
２は、互いに電気的に接続される。
【００２１】尚、上述の画素領域とは画素電極１０と対
応するＴＦＴ２８により構成される、実際に画像が表示
される範囲の領域をいい、端部領域とは、画素領域の周
りに位置し、走査信号供給端子１４等の必要な接続を得
るための配線用の電極層を形成する領域をいう。
【００２２】ＴＦＴ２８のソース電極２５は、ゲート電
極２２上に絶縁膜３を介して形成された半導体４に接続
されるように形成される。本実施の形態において、ソー
ス電極２５は、櫛型の導電層５の一部として導電層５と
一体で形成される。すなわち、本実施の形態では、櫛型
の導電層５のうちの、櫛の歯にあたる部分をソース電極
２５としている。このようにして、列方向に配列したＴ
ＦＴ２８の複数のソース電極２５は互いに電気的に接続
される。そして、導電層５は端部領域に形成された映像
信号供給端子１５に接続される。これにより、映像信号
供給端子１５から入力された映像信号は、各ＴＦＴ２８
のソース電極２５及びドレイン電極９を介して対応する
画素電極１０に映像信号が供給される。従って、このソ
ース電極２５を含む櫛型導電層５は「映像信号供給線
５」と呼ばれる。
【００２３】ここで、映像信号供給端子１５は、複数の
分離された部分から構成されるが、接続電極１８により
互いに接続されているので、全てのＴＦＴ２８のソース
電極は接続される。
【００２４】また、画素電極１０は、図６に示されるよ
うにＴＦＴ２８を被覆するパッシベーション膜でもある
絶縁膜６上に形成されており、対応するドレイン電極９
とコンタクトホール７を介して電気的に接続されてい
る。尚、画素領域において、それぞれ複数の画素電極１
０からなる１つの行に対応して１つの共通電極配線１１
が配置されている。共通電極配線１１は、行方向に伸び
る電極であり、図６に示されるように絶縁膜３および６
を介して画素電極１０と対向し、蓄積容量を形成する。
また透明基板１上には、共通電極配線１１に電位信号を
供給するための共通電極信号供給端子８および１２が配
置されている。共通電極信号供給線８および１２は列方
向に伸びる配線であり、端部領域に配置されている。図
１に示されるように共通電極信号供給線８と共通電極配
線１１とは同層で形成され、共通電極信号供給線１２は
共通電極配線１１よりも上方の層で形成される。また、
共通電極配線１１、共通電極信号供給線８及び１２上に
は、絶縁膜３および６が形成されている。
【００２５】以上説明した本実施の形態の液晶表示装置
６０において、
（１）走査信号供給端子１４は、互いに分離された複数
の端子配線として形成され、その分離形成された走査信
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7
号供給端子１４は、図３に示されるように、絶縁膜３及
び絶縁膜６が形成された後に、接続電極１７を介して互
いに電気的に接続される。
（２）また、映像信号供給端子１５は、互いに分離され
た複数の端子配線として形成され、複数の分離形成され
た映像信号供給端子１５は、図４に示されるように、絶
縁膜６が形成された後に接続電極６を介して互いに電気
的に接続される。
（３）また、共通電極信号供給端子８は、互いに分離さ
れた複数の端子配線として形成され、複数の分離された
共通電極信号供給端子８は、図５に示されるように、絶
縁膜３及び絶縁膜６が形成された後に、接続電極１８を
介して互いに電気的に接続される。
【００２６】以上のように構成された実施の形態の液晶
表示装置６０の動作の一例を図１および図６を参照して
簡単に説明する。まず、走査信号供給線２に電圧が印加
されると、映像信号供給線５からの映像信号がＴＦＴ２
８を介して画素電極１０に伝わる。これにより、画素電
極１０と対向する対向電極（不図示）との間に電界を発
生させ、画素電極１０と対向電極の間に存在する液晶層
４０の配向を任意に可変し、光透過率を調整して所望の
画像を作り出す。画素電極１０に伝えられた映像信号電
圧は画素電極１０と共通電極配線１１との間に絶縁膜を
誘電体として形成される蓄積容量により、次の映像信号
印可タイミングまでの間保持される。
【００２７】上述の本発明の液晶表示装置は、走査信号
供給端子１４と映像信号供給端子１５と共通電極信号供
給端子８との３端子に所望の電気信号を印可し、このと
きの画素電極１０における電位を非接触式のモジュレー
タで観察することによって、装置の断線およびショート
などの欠陥を検出する電気検査を行うことができる。
【００２８】以上のように、構成された本実施の形態の
液晶表示装置６０では、走査信号供給端子１４と映像信
号供給端子１５と共通電極信号供給端子８とが当初分離
されているので、画素領域において、走査信号供給線２
と映像信号供給線５との交差部または共通電極配線１１
と映像信号供給線５との交差部での放電を防止でき、交
差部における絶縁膜３の破壊を防止できる。
【００２９】すなわち、製造過程では特に基板の端部領
域において基板帯電が生じる場合があり、この基板帯電
により生じた電荷が、走査信号供給端子１４、映像信号
供給端子１５又は共通電極信号供給端子８等に蓄積され
る。そして、その基板帯電により端子配線に蓄積された
電荷が、例えば、共通電極配線１１と映像信号供給線５
との交差部分の１つに集中する場合があり、これがその
交差部分の絶縁膜を破壊させる原因になる。
【００３０】しかしながら、本実施の形態のように、走
査信号供給端子１４と映像信号供給端子１５と共通電極
信号供給端子８とが当初分離して形成され、分離された
部分が互いに接続されるまでは、分離された部分の総面
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積を比較的小さくできるので、面積を小さくした分そこ
に蓄積される総電荷の量を小さくできる。これにより、
画素領域において、走査信号供給線２と映像信号供給線
５との交差部または共通電極配線１１と映像信号供給線
５との交差部（図２に示す）のうちのいずれか１箇所に
蓄積された電荷が集中したとしても、その集中する電荷
量を小さくできるので、その箇所における放電を防止で
き、交差部における絶縁膜３の破壊を防止できる。
【００３１】図７に示される従来の液晶表示装置６５の
ように、端部領域において走査信号供給端子１４と映像
信号供給端子１５と共通電極信号供給端子８とをいずれ
も分離形成しない場合には、画素領域の特に端部領域近
傍部において、走査信号供給線２と映像信号供給線５と
の交差部および共通電極配線１１と映像信号供給線５と
の交差部でいくらか絶縁破壊が確認された。これに対し
て上述の本実施形態の液晶表示装置６０によると、画素
領域において配線の各交差部で絶縁破壊が全く確認され
なかった。
【００３２】次に本実施の形態の液晶表示装置６０の製
造方法の一例を簡単に説明する。まず、例えばガラスか
らなる基板１表面全体にＡｌ／Ｔｉ薄膜を堆積する。レ
ジスト塗布、露光、現像、エッチングおよびレジスト剥
離工程を含むフォトリソグラフィ法により、ＴＦＴ２８
のゲート電極２２としても機能する走査信号供給線２、
走査信号供給端子１４、共通電極配線１１および共通電
極信号供給端子８を形成する。画素領域に形成される複
数の走査信号供給線２は端部領域に形成される走査信号
供給端子１４と一体成形により接続して形成される。さ
らに画素領域に形成される複数の共通電極配線１１も、
端部領域に形成される共通電極信号供給端子８と一体成
形により接続して形成される。走査信号供給端子１４お
よび共通電極信号供給端子８は端部領域において分離形
成され、走査信号供給端子１４および共通電極信号供給
端子８がそれぞれ分離する複数の端子配線からなるよう
に形成される（図１参照）。
【００３３】次いで、基板１表面全体に例えばＳｉＮ

x

薄膜を堆積させ、絶縁膜３を形成する（図２～図６参
照）。さらに絶縁膜３の上にＳｉ薄膜を堆積する。例え
ばフォトリソグラフィ法により、ＴＦＴ２８のソース、
ドレインおよびチャネル領域を形成するための半導体層
４を形成する（図６参照）。
【００３４】次いで、例えばＡｌ／Ｔｉ薄膜を堆積しフ
ォトリソグラフィ法により、映像信号供給線５、映像信
号供給線５と接続する映像信号供給端子１５、および共
通電極信号供給線１２を形成する。また、ＴＦＴ２８の
ソース電極２５は映像信号供給線５の一部として映像信
号供給線５から延出して形成される。さらにドレイン電
極９は半導体層４を介してソース電極２５に対向して形
成される。この工程において、画素領域に形成される複
数の映像信号供給線５は端部領域に形成される映像信号
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供給端子１５と一体成形により接続して形成される。ま
た、映像信号供給端子１５は端部領域において分離形成
され、分離する複数の端子配線からなるように形成され
る（図１参照）。
【００３５】上述のように本実施の形態の液晶表示装置
によると、走査信号供給端子１４、共通電極信号供給配
線８および映像信号供給端子１５を、分離する複数の端
子配線からなるように形成する。従って、基板の端部領
域で帯電が生じても、上記端子配線に蓄積された電荷
が、画素領域において走査信号供給線２と映像信号供給
線５との交差部または共通電極配線１１と映像信号供給
線５との交差部に集中しにくい。従って交差部の配線間
に設けられた絶縁膜３が破壊されにくい。
【００３６】続いて、例えばＳｉＮ

x
薄膜を基板全面に

堆積して絶縁膜６を形成する。さらにコンタクトホール
７に対応する部分の絶縁膜３および６を除去する（図３
～６参照）。上記走査信号供給端子１４、共通電極信号
供給配線８および映像信号供給端子１５が、絶縁膜６を
介して同一平面上に約２００μｍ以上分離して形成され
れば、絶縁膜６に生じる電界強度を十分に抑制すること
ができる。従って絶縁膜６が破壊されることがない。
【００３７】続いて、絶縁膜６上にインジウム錫酸化物
（ＩＴＯ）薄膜を堆積しフォトリソグラフィ法により画
素電極１０および接続部１３および１６～１８を形成す
る。画素電極１０はコンタクトホール７を介してＴＦＴ
２８のドレイン電極９と接続される（図６参照）。接続
部１３はコンタクトホール７を介して共通電極配線１１
と共通電極信号供給線１２とを接続する（図１参照）。
接続部１６は、分離形成された共通電極信号供給端子８
同士をコンタクトホール７を介して接続する。また、接
続部１７は、分離形成された走査信号供給端子１４同士
をコンタクトホール７を介して接続する。また、接続部
１８は、分離形成された映像信号供給端子１５をコンタ
クトホール７を介して接続する（図１参照）。
【００３８】本実施の形態の液晶表示装置によると、基
板帯電などによって端部領域の走査信号供給端子１４、
映像信号供給端子１５および共通電極信号供給端子８が
帯電しても、接続電極１６～１８を形成する直前に例え
ばイオナイザを使用することにより帯電電荷を除去すれ
ばよい。帯電電荷を除去した後に接続電極によって、分
離形成された複数の端子配線を接続すれば、接続電極を
介して画素領域の各配線が帯電することがない。
【００３９】以上のようにしてアクティブマトリクス基
板３０を作製する。さらに、当業者に公知の方法で対向
基板５０を作製し、アクティブマトリクス基板３０と対
向基板５０との間に液晶層４０を挟持して液晶表示装置
６０を完成する。
【００４０】図１に示されるように本実施形態の液晶表
示装置６０においては、走査信号供給端子１４と映像信
号供給端子１５と共通電極信号供給端子８とのいずれも
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が分離する複数の端子配線からなるが、本発明はこれに
限らない。上記端子のうちの少なくとも１つが分離する
複数の端子配線からなればよい。端部領域において、こ
れらの端子のうちのいずれを分離形成するか、端子配線
のどの場所で分離させるか、または分離形成する端子を
いくつの端子配線からなるよう形成するかは、適宜決定
すればよい。また、画素電極１０に接続されるスイッチ
ング素子にはＴＦＴ２８に限らず、ＭＩＭ素子またはバ
リスタなどが使用され得る。
【００４１】
【発明の効果】上述したように、本発明によれば、製造
工程において放電により絶縁破壊されることが抑制され
た、歩留まり良く製造可能な液晶表示装置を提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の液晶表示装置に含まれるアクティブ
マトリクス基板の一例を示す平面図。
【図２】  図１および図７のＡ－Ａ’線に対応する液晶
表示装置の断面図。
【図３】  図１のＢ－Ｂ’線に対応する液晶表示装置の
断面図。
【図４】  図１のＣ－Ｃ’線に対応する液晶表示装置の
断面図。
【図５】  図１のＤ－Ｄ’線に対応する液晶表示装置の
断面図。
【図６】  図１および図７のＥ－Ｅ’線に対応する液晶
表示装置の断面図。
【図７】  従来の液晶表示装置に含まれるアクティブマ
トリクス基板の平面図。
【符号の説明】
１  基板
２  走査信号供給線
３  絶縁膜
４  半導体層
５  映像信号供給線
６  絶縁膜
７  コンタクトホール
８  共通電極信号供給端子
９  ドレイン電極
１０  画素電極
１１  共通電極配線
１２  共通電極信号供給線
１３  接続部
１４  走査信号供給端子
１５  映像信号供給端子
１６、１７、１８  接続部
２２  ゲート電極
２５  ソース電極
２８  ＴＦＴ
３０、３５  アクティブマトリクス基板
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11

４０  液晶層
４４  走査信号供給端子
４５  映像信号供給端子 *

12
*５０  対向基板
６５、６５  液晶表示装置
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